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１．はじめに 

 

常総生活協同組合の脱原発と暮らし見直し委員会は、2011 年３月の東京電力福島第一原子

力発電所事故を受けて、脱原発活動を中心に家族を放射能から守る、エネルギーなどの暮ら

しの見直し、土壌や環境の再生活動することを目的に 2011 年 9 月に発足しました。 

2011 年 6 月に理事会での承認を受け、7 月に当時の村井和美理事⾧の元、有志の組合員が

集い、準備会が立ち上がりました。その後、9 月に正式発足しました。月に 1 回、委員が常

総生協に集まり、脱原発の情報交換や脱原発活動への参加報告などを行い自らも原子力発

電廃止に向けた活動が始まりました。委員会の活動は委員会報告として組合員にも配布し

ました。 

その年の暮れから、「チェルノブイリの健康影響」英語版の翻訳に取り組むことになりまし

た。総勢 30 名以上もの組合員にご協力をいただき、2012 年 12 月に出版にこぎつけました。

発行は常総生協で、製本も組合員が行いました。本文だけでなく、理解を助けるため用語解

説やチェルノブイリ事故の概要、原発事故に対する常総生協の取り組みなども入れました。 

発足から 1 年後の 2012 年の 9 月には自主運営になり、委員の中から委員⾧や運営委員を決

め、小グループに分かれてチームごとの活動も始めました。 

主な継続活動は、土壌調査、自治体セシウム検査結果収集、DVD 貸出です。土壌調査は、

生協が行っている調査のお手伝いをしました。自治体セシウム検査結果収集は、常総生協営

業範囲の自治体で検査公表している食品や土壌などに含まれる放射性物質の数値を集めま

した。DVD 貸出は、生協が保管している DVD を組合員に貸し出し、感想を寄せてもらう

活動です。DVD の多くは大石元副理事⾧の提供です。 

この他、講演会や学習会、上映会、見学会、会議の傍聴と参加、行政機関への申し入れ、調

査や検診のお手伝い、ヨウ素剤配布、署名、デモへの参加など、生協や他団体と協働して様々

な活動を行ってきました。新型コロナウイルス感染症が拡大してからは、Web 会議を利用

して活動してきました。 

 

委員会の活動も 12 年を超えました。ここに、12 年の主な活動をまとめます。 
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２．脱原発と暮らし見直し委員会 12 年の活動履歴 
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12 年の活動履歴から 

 

 

 

JOSO ミニパンフの作成と配布 

手に取りやすい A5 サイズのミニパンフレットを作成しました。詳細は資料に。 

① 2011/11 発行 6 ページ ② 2012/2 発行 6 ページ 

③ 2012/3 発行 8 ページ ④ 2012/11 発行 8 ページ 

わかりやすく伝えたい！思いをこめて  2011 年 11 月～2012 年 11 月 
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放射能によるシジミ蝶の被ばく影響の研究をされた、野原千代さんを偲んだ 

冊子「野原千代さんを忘れない」パンフレットの作成と販売 
2018 年 3 月 1 回ニュースレターで紹介。パンフレットの詳細は資料に。 

野原千代さんの研究概要 

両方とも福島で採集したヤマトシジミの異
常と同様でした。上記の実験結果は、福島
のヤマトシジミの異常は原発事故由来の放
射性物質に起因することを示しています。 
内部被ばく実験では、放射性物質の摂取量
が少ないときに死亡率や異常率が急上昇
し、低線量でも悪影響をもたらすことがわ
かり、閾値は見られませんでした。 
さらに、沖縄のヤマトシジミの幼虫に福島
のカタバミを与えて飼育した次の世代に沖
縄のカタバミを与えて飼育すると、生存率
が改善し形態異常も減少しました。このこ
とから内部被ばくの一部は遺伝によるもの
ではないことがわかりました。 
ヤマトシジミは、北海道を除く日本全国に
分布し人の生活環境に密接して生息、捕獲
や飼育も簡便で環境の指標とされていま
す。1 年に数回世代交代するため遺伝の影響
も把握しやすいし、保護が必要な特定生物
でもありません。原発事故時の 3 月は幼虫
で越冬していました。 
野原さんは、同じ研究室の若い人の被ばく
を避けるため、自ら夫君と共に事故直後の
汚染地域へ積極的に通われ、チョウやカタ
バミの採集を続けられました。 
琉球大学の大瀧研究室では、現在もフクシ
マプロジェクトとして研究が続けられてい
ます。 

野原千代さんは琉球大学の大瀧丈二研究室
の一員として、福島原発事故による生物への
影響の調査・研究に参加しました。 
原発事故直後から汚染地域に入り、日本でよ
く見られるチョウの 1 種のヤマトシジミと
幼虫の餌であるカタバミを採集。ヤマトシジ
ミの異常や死亡率を調査し、「昆虫は放射線
に強い」と言われていたチョウから異常を発
見しました。チョウの次世代を育て遺伝によ
る影響も確認しました。福島県以外の汚染が
少ない地域(つくばや柏を含む)のヤマトシ
ジミとカタバミも採集して、比較検討しまし
た。 
福島のヤマトシジミの放射線による影響は、
汚染された地域で生活することから受ける
外部被ばく、汚染された餌のカタバミを食べ
ることから受ける内部被ばくが考えられま
す。 
沖縄のヤマトシジミの幼虫に放射線を当て
沖縄のカタバミを与えて飼育すると、生存率
が低下し形態異常が確認されました。放射線
量が多いほど死亡や異常が多くなりました。
これは外部被ばくの再現です。 
沖縄のヤマトシジミの幼虫に福島のカタバ
ミを与えて飼育したところ、生存率が低下
し、形態異常が確認されました。汚染が多い
カタバミほど死亡や異常が多くなりました。
こちらは内部被ばくの再現です。 
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児玉順一講演会  

埼玉県ときがわ町の開業医、児玉順一先生の講演会

を開催。 

1 回目(2014.1.16)は 

「放射能汚染から生命と健康を守るために」 

2 回目(2017.6.18)は「日々の暮らしの処方箋」 

 

福島の原発事故後に内科医としての責任を果たし

たいと、低線量被ばくによる実態を研究され、以下

の論文を発表されました。 

 

         

「A LETTER FROM JAPAN」（日本からの手紙） 

 広島⾧崎の原爆、水爆実験、それに続く核実験、そしてチ

ェルノブイルや福島原発事故、原子力発電所からの海洋投棄

を 1 つにまとめた放射能汚染世界地図を考案。放射能で汚

染された地域での様々な病気との関連性をひも解く 1 冊で

す。癌や白血病だけではなく、自己免疫などの免疫異常が関

わる疾患（１型糖尿病、潰瘍性大腸炎、関節リウマチ、ベー

チエット病、クローン病、川崎病など）は低線量の放射能汚

染が関係しているとして、分かりやすく解説されています。 

2013.12.25 発刊 

 

「活性酸素とミトコンドリア」 

細胞の歴史から始まり、私達の細胞の中にあるミトコンド

リアの働きや活性酸素との関係性を探り、ミトコンドリアの

働きを良くして、放射能汚染に打ち勝つ為の指針を解説。

1972 年カナダの原子力公社主任研究員のアブラム・ペトカ

ウ氏の実験で、「低線量でも内部被曝はからだに害になり細

胞膜が障害されてしまう。」と初めて示されたことが図を使

って解説されています。（ペトカウ効果の実験）そして活性酸

素についても深く堀り下げて解説されています。 

2015.5.11 発刊 
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「レイチェル・カーソンの遺産」  

レイチェル・カーソンの書籍「沈黙の春」で書かれた内容を、

児玉先生が見事に蘇らせている作品。化学汚染と放射能汚

染で傷ついた遺伝子が地球上の生き物に変化をもたらして

います。人間への影響も表面化し、私達の未来へ警鐘を鳴ら

しています。 

2015.12.25 発刊 

 

 

 

 

 

公開学習会（2014.1.16）の講演録 

常総生協での児玉先生の講演会記録をまとめた 1 冊。 

図や絵も取り入れて分かりやすく読みやすくなるようにと、

改良を重ねたフルカラーの印刷。編集の殆どを担ったのは、

脱原発と暮らし見直し委員会の一人でした。講演会時の質問

等もあり、あの漫画「美味しんぼ」の鼻血問題でも、児玉先

生の医者としての見解が書かれています。  

2016.5.29 発刊 

 

講演録以外の論文は、常総生協の職員の協力により印刷し、脱原発委員会有志で冊子作りに

取り組み完成させました。ニュースレターに掲載し、「レイチェル・カーソンの遺産」は 300

円、その他は 500 円。児玉先生のご厚意により、売り上げの利益は、関東子ども健康調査支

援基金と委員会にすべてカンパされています。 

 

講演会終了後に児玉先生からお手紙をいただきました。2014 年 2 月のニュースレターより 

昨日はお世話になりました。講演会をもてたこと 感謝いたします。 
私の知りえたことが、人々の命と健康を守ることに役立つかぎり、今後も語り続けて行きた
いと思います。放射能被曝と活性酸素の関係は、放射能とのたたかいに大きな力を与えてく
れるものであることを、ますます強く感じています。積極的に健康にむかっていく生活の基
本になりうるものであると思うのです。 
残念ながら､ペトカウ効果や活性酸素や細胞膜の障害を語る人がいなくなってしまっている
のが現状です。一人でも多くの人に伝えて行きたいと思っています。それだけに、先日の会
はありがたかったのです。 
委員会の皆様に、それから⾧い時間じっと聞きいって下さった皆様にお礼のきもちを御伝え
下さい。        児玉順一 

児玉先生の手紙は原文のままです。 
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2011 年震災時に要員の参集ができず非常用発電機も 20 時間停止して機能しなかった茨城

県のオフサイトセンターを委員会として視察し説明を受けたのち、原子力災害時に本当に

機能するのかについて質疑応答を行いました。隣接する茨城県環境放射線監視センターも

視察しました。 

 



8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



9 

 

2020 年（10 月 7 日）、地震動の想定について委員会で

勉強会を開催し、スラブ内地震について想定が不足し

ている点について意見書をまとめ、（10 月 16 日）常総

生協および脱原発とくらし見直し委員会の連名で茨城

県東海第二安全性検討ワーキングチーム （ＷＴ）に提出

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

茨城県原子力安全対策課は生協からの意見書をＷＴ座⾧にも報告しておらず、第 17 回ＷＴ

（10 月 21 日）後の記者会見で座⾧は生協からの意見書について問われても答えられず、対

策課が「確かに受け取っています。どう取り扱うかは今後検討します」との答弁に終わりま

した。 

生協からの意見書に対して県からの応答がないことから、翌年 2 月のＷＴ後に生協専務理

事より「昨年 10 月提出した意見書はいつ検討されるのか」と確認したものの返答なく、再

度問合せしたところ「既存の論点の審議の中で必要な説明を聴取してまいりたいと考えてお

ります」との返答でした。 

しかしその後も何の返答もないことから、2022 年 6 月に生協＆委員会代表で原子力安全対

策課を訪問。再度の申入れ文書を提出して説明、回答を求めました。原対課は「最初の論点

に対する原電の説明が終わった段階で論点に加えるか、逐次論点に加えて説明を求めるか原

対課で検討したい」との回答でした。 

しかしながら、2020 年に意見書提出してからまもなく 4 年が経過するも、意見書に対する

回答、説明がないまま「放置」されている状態です。 
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３．主な継続活動 

3.1 「チェルノブイリの健康影響」の翻訳 

 

核戦争防止国際医師会議ドイツ支部の「チェルノブイ

リの健康影響」英語版の翻訳を行い出版しました。翻

訳あとがきから抜粋します。 

 

 

2011 年 3 月 11 日の東北沖大地震によって東京電力福

島第一原子力発電所は崩壊し、人々の上に、大地に、海に、

世界に放射能をまき散らしました。放射性物質の総放出

量は 77 京ベクレルとも 90 京ベクレルともされ、事故の

規模はチェルノブイリ原発事故と同等の「レベル７」の事

故とされました。 

この放射性物質は風に乗って雨となって 120～200km はなれた私たちの生活エリアである茨城

県南部から千葉県東葛地区に降り注ぎました。私たちも被ばくの当事者となりました。 

 

この翻訳は、茨城・千葉の生協の母親たちによって翻訳・編集・解説されたものです。 

 

母親たちは「原発事故と被ばく」という恐ろしい歴史事件に直面し、放置されている福島の子

どもたちや母親に心痛め、同じく被ばくしたわが子や地域の子どもたち・孫たちを横に心張り

裂けそうになるのをこらえて、歴史の教訓を学ぼうと翻訳にかかりました。お父さんや息子さ

んなど、家族も応援してくれました。 

 

きっかけとなったのは岩波の雑誌『科学』11 月号に崎山比早子さんが「チェルノブイリ大惨

事による健康影響の実相」と題して２つの報告書を紹介されていたことでした。 

常総生協では昨年 6 月の総代会で「脱原発」の特別決議を皆で確認し、9 月には生協の中に

「脱原発・くらし見直し委員会」が発足していました。崎山さんが紹介している報告書の一つを

みんなで訳しながら学ぼうということになりました。 

 

当時、政府は事故現場にさえ立ち入ることができないまま 12 月 16 日に福島原発事故の終息

を宣言し、12 月 22 日には内閣府の低線量被ばくのリスク管理に関するワーキンググループが

「100mSv 以下の被ばくは他の発がん影響に隠れるほど小さい」という報告書を発表。被ばくの

事実を隠し、健康被害を過小評価する大きな流れがつくられようとしていました。 
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そんな状況の中で、今ここで、私たちの目の前で、かえがえのない子どもたちが被ばくしてい

ることが何を意味し、これから何が起きようとしているのか、私たちは何をしなければならな

いのか・・・先行するチェルノブイリの大惨事の悲劇の事実と教訓を学ぼうと母親たちは決心し

ました。 

 

翻訳・校正から編集そして解説まで、作業は二期にわたりました。 

第Ⅰ期は、まず「翻訳」作業に集中した 12 月末～4 月末まで。第Ⅱ期は 7 月～10 月をかけて、

内容の検討にとどまらず、わかりやすい表現への修正、そして解説による補強とミニパンフ発行

まで大きく展開してゆきました。 

【第Ⅰ期】の翻訳作業は 2011 年 12 月 26 日に分担し、お正月返上で翌 1 月 9 日の「脱原発く

らし見直し委員会」に初稿が持ち寄られました。正味一週間で翻訳されました。その後校正作業

に時間をかけて 3 月には校正原稿が集まったうえで、組合員の旦那さまが校閲を引き受けて下

さり、ドイツ語原本とも照合しながら細部までのチェックをして頂きました。 

翻訳・校正・校閲は以下の 30 名のみなさんです。 

（翻訳チーム）22 名   （校正チーム）5 名  （全編校閲）1 名 （監修）2 名 

   

【第Ⅱ期】は、脱原発くらし見直し委員会２年次がスタートし、３つのチーム（翻訳チーム・

くらし見直しチーム・脱原発と憲法チーム）で活動することが決まり、翻訳チームは新たに「校

正と編集および解説」を手がけるチームとして発展させることで再スタートしました。 

メンバーは第Ⅰ期翻訳チームから引き続き 9 名です。 

できあがった第一次翻訳を前に、今度は読み手、特に若いお母さんの立場に立ってこの少々

専門的なレポートをどのようにわかりやすくするか、どう読み取ったらいいのか、今の日本にど

のように教訓として生かせるのか、さらにこの翻訳を手にしてもらうためにそのエッセンスと

被ばく状況の比較をわかりやすく伝える「ミニパンフ」の作成も同時進行させることとなりま

した。専門用語の解説も加えました。地名の統一や、チェルノブイリと福島事故の汚染や被ばく

の比較についても検討と議論を重ねて追加しました。さらに、今「わたしたちにできること」と

して放射能に負けない身体づくりとレシピまでつきました。 

 

かくして、翻訳にとどまらず、日本の福島原発事故とわたしたちの身にひきつけながらも、心

落ち着かせて真実と比較ができるようにという、何より母親たち自身の手で心こもった翻訳と

解説の冊子、そしてミニパンフ発行となりました。 

完成までの細部にわたる検討と解説をして下さった第Ⅱ期翻訳・編集メンバーから「ひとこ

と」を寄せて頂きました。この本を読むにあたって、メンバーの思いや台所の風景までが伝わ

り、身近なものに感じられることと思います。 

多くの仲間のお母さん・お父さんに読んで頂き、かけがえのない「いのち」を守るために共に考

え行動するためのひとつの材料となって頂けますように。     
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「チェルノブイリの健康影響」の翻訳本の目次（2012 年 11 月発刊） 

新聞にも紹介されました。 
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3.2 土壌調査 

 

原発事故直後に各地で土壌調査が行われましたが、5 年後の国の調査地点を自分たちで調査

してみようということで、2015 年から活動を始めました。調査地点の特定や調査方法など

問題が発生しましたが、採取した土壌は生協の土壌調査資料に提供しました。 

2017 年からは、身近な生活圏の土壌調査を行ってきましたが、新型コロナウイルス感染症

のまん延などがあり 2019 年で終了しました。 
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3.3 自治体セシウム検査結果収集 

            セシウム測定結果収集チーム 

 

１ 福島第一原発事故と放射性物質の拡散 

2011 年３月 11 日の東日本大震災による地震や津波の結果、福島第一原発で爆発事故が

発生し、様々な放射性物質が排出され拡散しました。15 日、21 日には関東へもプルームが

到来し降雨の影響もあって広く農産物を汚染しました。国は 17 日に原子力災害特別措置法

に基づき、農林水産物の出荷制限を実施。放射性セシウム （Cs134+Cs137）の暫定基準値を

500Bq/kg とし、2012 年 4 月に 100Bq/kg に変更しましたが、その後現在までこの数値は変

わりません。 

 

２ 放射性物質測定と結果の公表（ウェブサイト） 

国：当初は農林水産省その後厚生労働省が測定機関の検査結果を公表  

https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou 

県：茨城県、千葉県は 2011 年から県内産品のモニタリング検査を実施し、結果を公表 

市町村：遅くとも 2012 年から自治体内の農産物や住民の持ち込み検査依頼品を測定し公

表 

 現在も活動中の市民測定所： 

みんなのデータサイト 各地の測定所のネットワーク 2013 年からデータ公表、データベ

ースを分析・公表、冊子「放射能測定マップ」も作成しました。 

https://data.minnanods.net/ 

い わ き 市 民 放 射 能 測 定 室 た ら ち ね  ス ト ロ ン チ ウム も 測 定 公 表 し て い ま す。

https://tarachineiwaki.org/ 

 

３ 常総生協での測定・記録 

１） 生協の取り組み→生協商品や産地の土壌など測定を続けています。「常総生活協同組

合 放射能検査のまとめ（仮題）」参照 

２） 脱原発と暮らし見直し委員会「セシウム測定結果収集チーム」の記録  

日本では食品の放射性物質汚染の実態についての直近の情報が少なく、市民は「今日、家

族に何を食べさせるか」悩んでいました。当初から汚染状況に危機感を抱いていた委員会は、

2014 年委員会内に自治体の発表内容をチェックする「セシウム測定結果収集チーム」を結

成。担当する自治体は、常総生協営業範囲の茨城 6 （牛久市、龍ヶ崎市、つくば市、守谷市、

土浦市、利根町）、千葉 6（松戸市、柏市、我孫子市、流山市、鎌ヶ谷市、印西市）を分担

し、様式を統一して、ウェブサイトからデータを書き写す記録作業をスタート。2011 年か

ら 2019 年 10 月までの数値を記録しました。このときまでのデータは生協に保存してあり
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ます。この作業に携わった組合員、役員、外部の方は計 21 名。ご尽力いただいた皆様に感

謝します。それ以降 2023 年までは、牛久、龍ケ崎、我孫子、柏、印西、流山、松戸、鎌ヶ

谷の８市のデータ収集を続けました。 

毎月委員会の場で自治体の発表内容を確認し、注意すべき汚染については生協のニュー

スレターに記事を掲載、組合員一人一人に委員会報告など印刷物を配布、生協祭りなど催事

では掲示物を作成するなど組合員への情報提供を続けました。茨城県の猪肉販売の動きに

も生協と委員会が申し入れをしました。 

事故後数年のうちに測定・公表を終了する自治体が出始め、2022 年度末で継続方針の自

治体は牛久・龍ケ崎・我孫子・柏・印西のみのようです。一方、茨城・千葉の両県と、厚生

労働省、水産庁はモニタリング検査の数値をウェブサイト上に掲載し続けています。私たち

のチームは３月末まで地元の各自治体の公表データを収集し、両県と生協への持ち込み検

査のデータを加えて、12 年間のデータベースを作成しました。このデータの一覧表は１）

の生協のまとめの冊子に付録として加えてありますので、そちらをご覧ください。 

特定の品目（山菜、キノコ、タケノコ、野生動物）が汚染しやすいことは周知の事実です。

またセシウム 137 の半減期（半分に減る時期）は 30 年で、まだまだ汚染は続きます。これ

らの発表を食品選択に活かして、無用な被ばくを避ける生活を心がけていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016 年の生協祭りに収集データを掲示したグラフ 
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3.4 DVD 貸出 

 

DVD の個人貸し出し「小さな上映会」 

 

2015 年に生協の新しい建物ができて、組合員室に出入りする様になると本棚に本や DVD

がたくさんあり、魅力的でした。一般には手に入りにくいものが多いので、組合員に貸し出

すことになりました。 

この年２月、最初に坂東で組合員が集まって「小さな上映会」として DVD を観ました。

その後各地で次々と上映会が開かれました。組合員から個人への貸し出しの要望もあって、

2018 年 5 月には職員の助けを借りて個人に貸し出すシステムができました。 

在庫の DVD の目録と借りるための手立てを説明した用紙と DVD を入れる封筒をつけ

て、供給便に乗せることになりました。お借りになった方々には、感想文をとお願いしまし

た。ほとんどの方は感想文を書いてくださって、その感想文に感動して同じ DVD を観たい

と思う方もありました。 

DVD は委員会への寄付や、カンパで買い足して、今は 80 枚くらいあります。半年に１

回くらい DVD の一覧表を保存用として皆様にお届けしています。また皆様の感想文も「小

さな上映会便り」として年に数回ニュースレターに掲載しています。 

供給便を使っての動きですので、職員の方々には大変お手数をおかけすることになり感

謝しています。 

 

元副理事⾧が所有していた DVD を生協に寄贈していただいたのが始まりです。現在の貸し

出し DVD 一覧は次ページの通りです。活動は今後も継続します。 
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Ｎｏ DVD 名 制作年 時間 数 

原発・被ばく 

1 祝の島（ほうりのしま）1000 年先に
いのちはつづく 2010 年 105 分 14 

2 福島 六ヶ所 未来への伝言 2012 年 105 分 7 

3 内部被ばくを生き抜く 2012 年 80 分 8 

4 ミツバチの羽音と地球の回転 2010 年 116 分 23 

5 六ヶ所村ラプソディー 2008 年 119 分 15 

6 ヒバクシャ HIBAKUSHA 世界の終
わりに 2003 年 116 分 5 

7 チェルノブイリハート 2003 年 61 分 11 

8 100,000 年後の安全 2009 年 79 分 8 

9 放射性廃棄物～終わらない悪夢～ 2009 年 92 分 11 

10 
「フタバから遠く離れて」避難所から
見た原発と日本社会 2012 年 96 分 4 

11 サクリフィス 犠牲者 2003 年 25 分 10 

12 真実はどこに？ WHO と IAEA 放
射能汚染を巡って 2004 年 51 分 7 

13 
「知らされなかった核汚染」NHK BS
ドキュメンタリー 2006 年 50 分 1 

14 
脱原発いのちの闘争(2 枚組） 2011 年 

103 分

32 分 1 

15 みえない雲 2006 年 103 分 6 

16 
チェルノブイリ 28 年目の子どもたち 2014 年 

43 分
+65 分 5 

17 ナージャの村 1997 年 118 分 5 

18 
東京原発 東京には原発が必要
だ！！ 2002 年 110 分 10 

20 「原発新基準 世界最高の安全は」 2013 年 25 分 2 

21 はだしのゲンが見たヒロシマ「ヒロシ
マ×ゲン」 2011 年 77 分 1 

22 はだしのゲン誕生物語（NHK BS ド
キュメンタリー） 1995 年 60 分 3 

23 よみがえる科学者-水戸巌と 3.11- 2016 年 60 分 3 

24 
2010 わしも死の海におった～証言・
被災漁船 50 年目の真実 2010 年 57 分 9 

25 
かもめの視線～あの日から 2 年半
の軌跡～ 2013 年 119 分 1 

26 「子どもたちを放射能から守るため
に」児玉順一先生講演録 2014 年 

120 分
超 3 

27 「私たちは原発と暮らして幸せです
か？」海渡弁護士講演録 2015 年 77 分 2 

28 子どもたちを守りたい～県境を越え
てつながる母親たち 2016 年 26 分 3 

29 Friend after 3.11 2014 年 135 分 2 

31 
「原発ゼロでがっちり」吉原毅氏講演
録⇒浦谷さん寄贈 2017 年  4 

32 
対談「東葛から問う」放射線対策と
原発の明日⇒佐藤理事より寄贈 2013 年 150 分 7 

33 太陽の蓋 2016 年 130 分 6 

34 
放射能のホントのこと（学習用
DVD） 2017 年 

22+35
分 8 

 

 
Ｎｏ DVD 名 制作年 時間 数 

42 
子どもと貧困 日本の小学生  
高校生、フィンランドの高校生  約 45 分 15 

43 シン・ゴジラ 2016 年 119 分 5 

44 わたしの、終わらない旅 2014 年 78 分 4 

45 緊急被ばく医療の闘い 2019 年 50 分 4 

46 
恐怖のカウントダウン -東海第二
原発を止めたい- 

2019 年
改訂版 約 30 分 13 

47 放射能はいらない、市川定夫 2012 年 58 分 1 

48 
終の住処を奪われて⇒佐藤登志
子理事より提供いただいた 2017 年 37 分 1 

49 放射能症候群Ⅱ 2016 年 70 分 6 

食・農・環境・教育 

50 
「被曝の森～原発事故 5 年目の
記録～」NHK スペシャル 2016 年 60 分 

2 

51 フードインク 2011 年 94 分 50 

52 モンサントの不自然な食べもの 2012 年 108 分 41 

53 未来の食卓 2009 年 108 分 45 

54 自然と共存する農のカタチ 2010 年 12 分 11 

55 土の讃歌 2012 年 104 分 19 

56 赤とんぼがいない秋 2012 年 61 分 21 

57 ミツバチからのメッセージ 2010 年 57 分 25 

58 
NICOTIN BEES（ニコチンまみれ
のミツバチ）日本語字幕版 2009 年 53 分 

10 

59 
甘くない砂糖の話 2017 年 

120 分

15 分 
62 

60 
いのちの食べ方 2005 年 

92・10
分 

22 

61 
前川喜平さんが語る「こども☆い
のち☆ゆめ」 2016 年 101 分 

2 

62 スーパーサイズ・ミー 2004 年 98 分 8 

戦争・平和 

71 ひめゆりの塔 1953 年 127 分 8 

72 誰も知らない基地のこと 2010 年 74 分 19 

73 戦争のつくり方 2010 年 ７分 16 

74 命に国境はない 2006 年 115 分 9 

75 
ハンナ・アーレント 2012 年 

114 分

40 分 
20 

76 スペシャリスト～自覚なき殺戮者 1999 年 123 分 8 

77 アフガニスタン 用水路が運ぶ恵
みと平和⇒西村理事提供 2015 年 

30 分 35
分 

6 

78 孫崎享 講演記録「東アジア情勢
を語る」 2018 年 

約 120
分 

6 

79 積極的平和国家のつくり方   コ
スタリカの奇跡 2016 年 

90 分 ・ 
57 分 

22 

80 この世界の片隅に 2016 年 140 分 3 

   計 692 
 

DVD 一覧と貸出数（2014 年 12 月～2023 年 12 月） 
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4．資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 未来は か・わ・る ！～あなたはどう過ごしていきますか 

～2011/11 発行 

付録：ミニパンフレット  
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②原発はすべて即停止に 段階的廃止はダメ 
～2011/10/小川仙月さんの講演会より～2012/2 発行 

付録：ミニパンフレット  
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③原発から、大切な「いのち」を守りたい 
～ 東海第二原発を廃炉へ 一緒に働きかけませんか～2012/3 発行 

付録：ミニパンフレット  
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④福島原発事故から 1 年半で見えてきたこと 
～チェルノブイリの健康影響の報告から学ぶ 2012/11 発行 

付録：ミニパンフレット  
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 付録：パンフレット「野原千代さんを忘れない」 
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 付録：パンフレット「野原千代さんを忘れない」 
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5．あとがき 

 

2023 年 12 月、東日本大震災から 12 年が過ぎて原発事故の記憶も少しずつ薄らいできまし

た。脱原発と暮らし見直し委員会も、原発事故直後の想いをよみがえらせ継続するためにこ

れまで 12 年の活動を振り返ってまとめを行い、次のステップへ踏み出すことになりました。 

 

個々の活動については、各活動の代表者が要領よくまとめてくれました。さらに詳しい活動

については、「チェルノブイリの健康影響」翻訳については翻訳書を、土壌調査や自治体セ

シウム検査結果収集については「常総生活協同組合 放射能検査のまとめ（仮題）」を参照し

てください。DVD 貸出は今後も継続する予定です。 

 

この 12 年の間に、一時はまったく動きのなかった原発推進派が、経済やエネルギーの危機

に乗じて原発再稼働に向けた活動を再開してきました。私たちもこれまで以上に原子力発

電所の稼働を阻止して行く必要に迫られています。委員会の新たな活動にご期待ください。 

 

奇しくも 2024 年は元日に能登半島地震が発生し大きな被害がもたらされました。半島中部

にある志賀（しか）原子力発電所は停止中であったため大事には至りませんでしたが、3m

の津波が来たことや変圧器からの油漏れなどの被害状況が震災後に発覚して心配は尽きま

せん。また、震源地に近い半島先端の珠洲市の高屋地区と寺家（じけ）地区は、かつて、北

陸電力、中部電力、関西電力により珠洲原子力発電所が計画されていた場所です。住民を 2

分する反対運動で 2003 年に計画凍結となりました。今になって原発がなくて本当によかっ

たと思いました。私たちは、強い揺れと津波による建物の倒壊や地殻変動、通信やライフラ

インの途絶、陸路海路空路の不通など、避難や退避したくてもできなくなる状況を目の当た

りにしました。これから避難計画を立てる原発周辺の自治体は、これを機に現実を見つめ直

してほしいと思います。 

 

このまとめ文書が、常総生協と組合員はもちろん、私たちを取り巻く多くの方々の希望と参

考になれば幸いです。 

 

この冊子は、常総生協組合員と委員会の関係者を中心にお配りしています。皆さまから印刷

代や用紙代などにカンパをいただけると幸いです。1 口 200 円です。よろしくお願い致しま

す。 
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■販売中の書籍・パンフレット一覧 

在庫限りですが、この冊子の中で紹介した下表の書籍等は現在も購入できます。ご要望の

組合員は、常総生協 総務部までご連絡ください。（電話：0297-48-4911） 

書籍・パンフレット名 価格(税込) 在庫数 

(2024 年 3 月末時点) 

「A LETTER FROM JAPAN」（日本か

らの手紙） 

500 円 33 冊 

「活性酸素とミトコンドリア」 500 円 12 冊 

「レイチェル・カーソンの遺産」 300 円 24 冊 

児玉順一先生 公開学習会の講演録 500 円 55 冊 

「チェルノブイリの健康影響」の翻訳本 500 円 51 冊 

野原千代さんを忘れない 150 円（5 冊 1 組） 4 組 

※ミニパンフ①～④は在庫限りですが、組合員に無料配布中です。 

※組合員以外で注文をご希望の場合は、以下をご覧ください。 

申込み：お使いのパソコンやスマホの検索ブラ

ウザで「rb.gy/eakazt」と直接アドレスを

入力するか、QR コード（左側）を読み

こんで、Google フォームに入力してくだ

さい。 

送料：別途 1 冊(または 1 組）毎に 100 円かかり

ます。 

支払い：指定の口座へのお振り込みになります。 

カンパ ご協力のお願い 
 

この冊子は、常総生協組合員と委員会の関係者を中心に

お配りしています。皆さまから印刷代や用紙代などにカ

ンパをいただけると幸いです。 

1 口 200 円です(注文番号 500256)。よろしくお願い致し

ます。 

QR コードはこちら 
 

↓冊子申込フォーム     
 
 

↑ 
チェルノブイリの健康 
影響の翻訳本の 
紹介ページもあります 
 


